




1.研究目的 

昭和 55 年度の研究で若年性関節リウマチ(JRA)患者の生活指導(治療教育)指針の作成にあ

たって,(1)進行度,(2)機能障害,(3)関節可動域テスト,(4)徒手筋テスト,(5)日常生活動作

検査,(6)家庭でのチェック項目として(i)朝のこわばり,(ⅱ)安静時間,(ⅲ)就学状況,(ⅳ)

温熱療法実施の有無,(v)運動訓練実施の有無を選定した。 

本年度は日常生活動作検査(ADL)の評価を,学校生活指導の上にどのように位置づけるかの

検討を行なった。学校を長期欠席している生徒について,適切な生活指導の下に出席が可能

であるか否か,その生徒の ADLはどのように評価されるか,長期欠席のはじまったのは発病

後どのくらい経過してからかなどについて詳細に検討し,JRA 患者の適切な評価,特に学校

生活能力と ADL の関係について考察し,生活指導指針作成に資することを目的とした。 


